


FEATURE
This month's

今月の特集

Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
の
取
り
組
み

【
令
和
３
年
度 

実
践
概
況
報
告
】

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
令
和
元
年
度
の
通
常
総
代
会
で
設
定
し
た
「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
同
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
中
期
計
画
の
具
体
的
な
取
組
内
容
は
、
第
34
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
県
下
Ｊ
Ａ
統
一
の
重

点
的
取
組
事
項
（
９
項
目
）
別
に
掲
げ
て
、
年
度
ご
と
に
進
捗
管
理
や
実
践
状
況
の
検
証
を
行
っ
た
後
、

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
広
報
誌
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．意
欲
あ
る
担
い
手
の

確
保･

育
成

１.
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

①
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

・
水
田
活
用
野
菜
の
経
営
収
支
表
を

基
に
、
大
型
米
麦
農
家
に
対
し
て
契

約
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
等
）
の

作
付
推
進
に
取
り
組
み
、
1
・
9
㌶

の
新
規
作
付
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

②
米
の
主
要
品
種
並
び
に
業
務
用
米

の
安
定
多
収
生
産
技
術
の
確
立

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
稲
の
生
育

診
断
の
た
め
の
葉
色
デ
ー
タ
の
収
集
を

行
い
、
診
断
結
果
に
基
づ
き
、Ｇ
Ｉ
Ｓ

地
図
シ
ス
テ
ム
に
測
定
デ
ー
タ
の
入

力
・
蓄
積
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、Ｇ

Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
デ
ー
タ

蓄
積
を
継
続
し
て
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利

用
者
に
対
す
る
水
稲
の
生
育
診
断
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

青
味
籾
率
と
葉
色
診
断
を
活
用
し
た

米
の
収
穫
適
期
予
測
に
取
り
組
み
ま

し
た
。（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
：
３
カ
所
、
ア

ケ
ボ
ノ
：
３
カ
所
）

・
業
務
用
中
生
品
種
と
し
て
、「
さ
と

の
つ
き
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、
産
地

適
正
な
ら
び
に
高
温
耐
性
品
種
と
し

て
の
検
証
を
行
い
、
収
量
面
で
は
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
と
の
優
位
性
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
さ
と
の
つ
き
」
の
品
質
に
つ
い
て
は

曇
天
に
よ
る
日
照
不
足
の
た
め
、
全
調

査
区
で
２
等
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
、
中
生
品
種
の
新
品
種
で
あ
る

「
つ
や
き
ら
り
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、

収
量
面
で
の
優
位
性
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

③
小
麦
お
よ
び
ビ
ー
ル
麦
の
作
付
拡
大

と
安
定
多
収
技
術
の
確
立

・
高
品
質
・
安
定
生
産
と
省
力
化
を

目
的
に
、Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
岡
山
、
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
岡
山
と
連
携
し
、
多
収
・

高
品
質
に
向
け
た
生
産
振
興
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
令
和
4
年
産
実
績
で
、
二

条
大
麦
１
，８
７
７
㌶
、
小
麦
７
６
３

㌶
と
な
り
ま
し
た
。

・
各
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
二

条
大
麦
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」へ
の
品

種
転
換
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
４
年
産

の
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
播
種
面

積
は
６
４
１
㌶
と
な
り
ま
し
た
。

④
野
菜
振
興
品
目
の
生
産
拡
大
と
野

菜
産
地
の
育
成

・
営
農
振
興
支
援
事
業
を
策
定
し
、

組
合
員
へ
の
周
知
を
図
り
、
管
内
農
産

物
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績
】

重
点
品
目
　
７
２
５
㌃

（
夏
秋
な
す
17
㌃
、キ
ャ
ベ
ツ
２
９
８
㌃
、

白
菜
２
２
８
㌃
な
ど
）

既
存
品
目
　
２
７
７
㌃

（
レ
ン
コ
ン
46
㌃
、
か
ぼ
ち
ゃ
12
㌃
、

い
ち
ご
33
㌃
、
に
ん
に
く
40
㌃
、
冬
瓜

76
㌃
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
27
㌃
、
キ
ュ
ウ

リ
12
㌃
、
ピ
ー
マ
ン
14
㌃
な
ど
）

⑤
果
樹
振
興
品
種
、
有
望
品
種
の
生
産

拡
大
と
主
要
品
種
の
高
品
質
安
定

生
産

・
営
農
振
興
支
援
事
業
を
活
用
し
、

管
内
果
樹
の
新
改
植
に
よ
る
園
地
更

新
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
改
植
実
績
】

も
も（
清
水
白
桃
、お
か
や
ま
夢
白
桃
、

白
皇
®
）
新
改
植
10
・
５
㌶
（
う
ち
新

規
拡
大
1
・
1
㌶
）、
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー

ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
オ
ー
ロ

ラ
ブ
ラ
ッ
ク
、
紫
苑
）
新
改
植
8
・
3

㌶
（
う
ち
新
規
拡
大
0
・
3
㌶
）、
レ

モ
ン
改
植
1
・
0
㌶

⑥
施
設
・
露
地
花
卉
の
産
地
規
模
の

維
持
・
拡
大
お
よ
び
新
規
品
目
の

生
産
拡
大
と
産
地
化

・
関
係
機
関
、
市
場
等
と
連
携
し
、

花
卉
品
目
の
作
付
推
進
を
図
っ
た
結

果
、栽
培
面
積
が
13
㌃
拡
大
し
ま
し
た
。

露
地
花
卉
10
㌃

（
小
ギ
ク
、
リ
ン
ド
ウ
、
ケ
イ
ト
ウ
）

施
設
花
卉
３
㌃

（
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
、
ラ
ー
ク
ス
パ
ー
）

⑦
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
３
３

頭
の
う
ち
、
24
頭
の
「
お
か
や
ま
四
ツ

☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

（
出
荷
率
10
・
０
％
）

①
新
規
栽
培
者
の
育
成
と
部
会
活
動

の
活
性
化

・
本
所
職
員
（
指
導
課
）
の
各
部
会
の

栽
培
講
習
会
へ
の
参
加
、
営
農
セ
ン

タ
ー
職
員
と
の
ほ
場
の
同
行
巡
回
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
４

支
部
に
対
し
て
、
園
芸
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。（
５
回
開
催
：
計
１
３
０

名
参
加
）

②
新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
整
備
と

就
農
支
援

・
新
規
就
農
予
定
者
10
名
（
岡
山
市

８
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
）
に
対
し
て
農

業
実
務
研
修
を
行
い
、
研
修
終
了
後

の
就
農
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
と
連
携
し
た
各
種
事
業
に
取
り

組
み
、
新
規
就
農
者
数
40
名
（
岡
山

市
31
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
、
玉
野
市

２
名
、
吉
備
中
央
町
５
名
）
を
確
保
し

ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
６
名
）、
ぶ
ど
う
農

業
塾
（
16
名
）
を
実
施
し
、
受
講
終
了

後
、
生
産
部
会
、
直
売
所
会
員
へ
の

加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

③
集
落
営
農
組
織
の
育
成
と
活
性
化
支
援

・
管
内
の
集
落
営
農
組
織
に
対
す
る

高
収
益
作
物
の
品
目
選
定
と
作
付
提

案
を
行
い
、
品
目
の
選
定
・
取
り
組
み

方
法
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
建
部
地
区
、
玉
野
地
区
）

農
畜
産
物
販
売
高
の
向
上
と
確
保

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
と
共

同
で
「
米
の
消
費
拡
大
」「
地
産
地
消
」

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
考
案
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
精
米
「
晴
々
ロ
マ
ン
」

を
商
品
化
し
、
令
和
４
年
３
月
よ
り

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
発
売
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
３
日
間
で
１
６
５
袋
販
売
し

ま
し
た
。

・
営
農
振
興
支
援
事
業
と
飼
料
用
米

の
手
取
り
試
算
表
を
活
用
し
、
飼
料

用
米
の
契
約
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

（
飼
料
用
米
集
荷
数
量
：
３
，３
８
３
㌧

/
前
年
対
比
１
７
６
％
）

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
（
上
期
・
下
期
）
産
地
、
全
農
事
務

所
、
市
場
、
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸
担

当
者
か
ら
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

産
地
情
報
な
ら
び
に
市
場
情
勢
の
共

有
を
図
る
こ
と
で
有
利
販
売
に
つ
な
げ

ま
し
た
。

・
も
も
、
ブ
ド
ウ
の
ギ
フ
ト
需
要
に

合
わ
せ
た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た

め
、
重
点
取
引
市
場
（
関
東
・
関
西

市
場
、地
元
市
場
）と
の
連
携
に
よ
り
、

安
定
取
引
を
行
い
ま
し
た
。（
も
も
：

２
２
７
㌧
/
前
年
対
比
81
％
、ブ
ド
ウ
：

８
６
５
㌧
/
前
年
対
比
１
０
6
％
）

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
い
ち
ご
「
晴

苺
」
の
東
京
青
果
市
場
な
ら
び
に
地

元
市
場
へ
の
計
画
出
荷
を
行
い
、○岡
ブ

ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
げ
ま

し
た
。（
出
荷
量
13
㌧
/
前
年
対
比

１
１
５
％
）

・
全
農
と
連
携
し
、
秋
冬
野
菜
の
業

務
・
加
工
用
出
荷
を
計
画
的
に
行
い
ま

し
た
。（
キ
ャ
ベ
ツ
：
５
６
８
㌧
/
前
年

対
比
71
％
、
白
菜
：
１
，２
９
６
㌧
/

前
年
対
比
１
１
４
％
、
レ
タ
ス
：
14
㌧

/
前
年
対
比
76
％
）

・
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ
ひ
ろ
ば
」
で
、

販
促
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
青
果
物
の

消
費
拡
大
に
よ
り
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
知

名
度
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
県
外
Ｊ
Ａ
産
地
（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中

央
）
と
の
直
売
所
間
交
流
を
図
る
と
と

も
に
、
生
産
部
会
か
ら
の
買
取
販
売

を
強
化
し
ま
し
た
。

【
買
取
販
売
実
績
】

４
５
６
，０
０
４
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

１
０
３
％

【
直
売
所
間
交
流
販
売
実
績
】

７
５
４
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

75
％

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
び
に
カ
タ
ロ

グ
販
売
の
強
化
の
た
め
、
新
た
な
販

売
ア
イ
テ
ム
と
し
て
無
洗
米
「
晴
々
ロ

マ
ン
」
を
加
え
、
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。（
３
月
末
）

【
花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
実
績
】

９
，７
３
０
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

１
４
０
％

【
そ
の
他
・
イ
ベ
ン
ト
販
売
実
績
】

７
，０
９
１
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

２
０
８
％

・
業
務
用
一
次
加
工
品
と
し
て
、
外
部

委
託
に
よ
る
「
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ
プ
漬

け
」「
み
か
ん
果
汁
」「
レ
モ
ン
果
汁
」
の

製
造
を
行
い
、
県
内
菓
子
メ
ー
カ
ー
等

へ
の
販
売
を
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
。

①
農
地
の
流
動
化
に
よ
る
ほ
場
の
集

積
・
整
備
並
び
に
モ
デ
ル
生
産
団
地

の
育
成

・
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会
役
員
、
行

政
等
関
係
機
関
で
富
吉
地
区
（
山
内

支
部
内
）
の
園
地
確
保
と
整
備
に
向
け

て
、
リ
ス
ト
化
し
た
貸
借
売
買
可
能

園
地
に
つ
い
て
の
整
備
計
画
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
宮
地
区
で

人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
新
規
就
農
者
等
を

含
む
面
積
拡
大
希
望
者
）
の
対
象
32
経

営
体
に
対
し
て
円
滑
な
園
地
の
流
動

化
を
図
り
ま
し
た
。

②
農
作
業
受
委
託
組
織
に
よ
る
農
作

業
支
援
体
制
の
確
立

・「
１
日
農
業
バ
イ
ト
d
a
y
w
o
r
k
」

の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
大
型
農
家
等
へ

の
労
働
力
の
確
保
に
よ
る
農
作
業
支

援
を
行
い
ま
し
た
。（
登
録
農
家
者
数

46
名
、
成
立
件
数
４
２
８
件
）

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告

や
要
望
、
担
い
手
情
報
、
各
種
栽
培
・

生
育
試
験
の
取
組
結
果
、
課
題
実
践

な
ど
の
進
捗
報
告
を
行
い
、
情
報
共
有

を
図
り
ま
し
た
。

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
を
延
べ
１
７
１
日

行
い
、
大
型
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
商
品
提
案
な
ど
、
肥
料
、
農
薬
等

の
普
及
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
女
性
部

と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
10
会
場
：

３
２
９
名
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
な
ど
）

組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
各
地
区
に
お
い
て
各
種
健
診
を
実
施

し
、
組
合
員
の
疾
病
の
早
期
発
見
な
ど

健
康
増
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
33
会
場
：
受
診
者
数
１
，０
０
４
名
）

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
、グ
ル
メ
ツ
ア
ー
の
実
施

・「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」
の
一
環
と
し

て
、
支
所
、
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の

発
行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
施
し
た
う
え
で
、
農
協
観
光
主
催

の
募
集
型
商
品
お
よ
び
「
お
か
や
ま
旅

応
援
割
」
を
活
用
し
た
企
画
を
行
い
ま

し
た
。

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹
介

や
加
入
促
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ

ろ
ぐ
O
K
A
Y
A
M
A
」の
発
刊

・
女
性
部
と
協
力
し
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
（
各
家
庭
で
使
い
切
れ
な
い
食
品

を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
福
祉
施
設
な
ど
に

寄
贈
す
る
活
動
）
を
実
施
す
る
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
実
践
を
通
じ
て
地
域
と

女
性
部
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
女
性
部
20
支
部
　
２
，４
８
９
名

（
内
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
６
支
部
　
62
名
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
令
和
３
年
７

月
11
日（
日
）に
、桃
と
ブ
ド
ウ
を
テ
ー

マ
に
「
２
０
２
１
年
夏
号
」（
１６
万
９
千

部
）、
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
に
、

米
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
１
年
冬
号
」

（
１６
万
９
千
部
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。
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①
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

・
水
田
活
用
野
菜
の
経
営
収
支
表
を

基
に
、
大
型
米
麦
農
家
に
対
し
て
契

約
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
等
）
の

作
付
推
進
に
取
り
組
み
、
1
・
9
㌶

の
新
規
作
付
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

②
米
の
主
要
品
種
並
び
に
業
務
用
米

の
安
定
多
収
生
産
技
術
の
確
立

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
稲
の
生
育

診
断
の
た
め
の
葉
色
デ
ー
タ
の
収
集
を

行
い
、
診
断
結
果
に
基
づ
き
、Ｇ
Ｉ
Ｓ

地
図
シ
ス
テ
ム
に
測
定
デ
ー
タ
の
入

力
・
蓄
積
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、Ｇ

Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
デ
ー
タ

蓄
積
を
継
続
し
て
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利

用
者
に
対
す
る
水
稲
の
生
育
診
断
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

青
味
籾
率
と
葉
色
診
断
を
活
用
し
た

米
の
収
穫
適
期
予
測
に
取
り
組
み
ま

し
た
。（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
：
３
カ
所
、
ア

ケ
ボ
ノ
：
３
カ
所
）

・
業
務
用
中
生
品
種
と
し
て
、「
さ
と

の
つ
き
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、
産
地

適
正
な
ら
び
に
高
温
耐
性
品
種
と
し

て
の
検
証
を
行
い
、
収
量
面
で
は
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
と
の
優
位
性
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
さ
と
の
つ
き
」
の
品
質
に
つ
い
て
は

曇
天
に
よ
る
日
照
不
足
の
た
め
、
全
調

査
区
で
２
等
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
、
中
生
品
種
の
新
品
種
で
あ
る

「
つ
や
き
ら
り
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、

収
量
面
で
の
優
位
性
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

③
小
麦
お
よ
び
ビ
ー
ル
麦
の
作
付
拡
大

と
安
定
多
収
技
術
の
確
立

・
高
品
質
・
安
定
生
産
と
省
力
化
を

目
的
に
、Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
岡
山
、
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
岡
山
と
連
携
し
、
多
収
・

高
品
質
に
向
け
た
生
産
振
興
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
令
和
4
年
産
実
績
で
、
二

条
大
麦
１
，８
７
７
㌶
、
小
麦
７
６
３

㌶
と
な
り
ま
し
た
。

・
各
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
二

条
大
麦
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」へ
の
品

種
転
換
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
４
年
産

の
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
播
種
面

積
は
６
４
１
㌶
と
な
り
ま
し
た
。

④
野
菜
振
興
品
目
の
生
産
拡
大
と
野

菜
産
地
の
育
成

・
営
農
振
興
支
援
事
業
を
策
定
し
、

組
合
員
へ
の
周
知
を
図
り
、
管
内
農
産

物
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績
】

重
点
品
目
　
７
２
５
㌃

（
夏
秋
な
す
17
㌃
、キ
ャ
ベ
ツ
２
９
８
㌃
、

白
菜
２
２
８
㌃
な
ど
）

既
存
品
目
　
２
７
７
㌃

（
レ
ン
コ
ン
46
㌃
、
か
ぼ
ち
ゃ
12
㌃
、

い
ち
ご
33
㌃
、
に
ん
に
く
40
㌃
、
冬
瓜

76
㌃
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
27
㌃
、
キ
ュ
ウ

リ
12
㌃
、
ピ
ー
マ
ン
14
㌃
な
ど
）

⑤
果
樹
振
興
品
種
、
有
望
品
種
の
生
産

拡
大
と
主
要
品
種
の
高
品
質
安
定

生
産

・
営
農
振
興
支
援
事
業
を
活
用
し
、

管
内
果
樹
の
新
改
植
に
よ
る
園
地
更

新
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
改
植
実
績
】

も
も（
清
水
白
桃
、お
か
や
ま
夢
白
桃
、

白
皇
®
）
新
改
植
10
・
５
㌶
（
う
ち
新

規
拡
大
1
・
1
㌶
）、
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー

ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
オ
ー
ロ

ラ
ブ
ラ
ッ
ク
、
紫
苑
）
新
改
植
8
・
3

㌶
（
う
ち
新
規
拡
大
0
・
3
㌶
）、
レ

モ
ン
改
植
1
・
0
㌶

⑥
施
設
・
露
地
花
卉
の
産
地
規
模
の

維
持
・
拡
大
お
よ
び
新
規
品
目
の

生
産
拡
大
と
産
地
化

・
関
係
機
関
、
市
場
等
と
連
携
し
、

花
卉
品
目
の
作
付
推
進
を
図
っ
た
結

果
、栽
培
面
積
が
13
㌃
拡
大
し
ま
し
た
。

露
地
花
卉
10
㌃

（
小
ギ
ク
、
リ
ン
ド
ウ
、
ケ
イ
ト
ウ
）

施
設
花
卉
３
㌃

（
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
、
ラ
ー
ク
ス
パ
ー
）

⑦
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
３
３

頭
の
う
ち
、
24
頭
の
「
お
か
や
ま
四
ツ

☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

（
出
荷
率
10
・
０
％
）

①
新
規
栽
培
者
の
育
成
と
部
会
活
動

の
活
性
化

・
本
所
職
員
（
指
導
課
）
の
各
部
会
の

栽
培
講
習
会
へ
の
参
加
、
営
農
セ
ン

タ
ー
職
員
と
の
ほ
場
の
同
行
巡
回
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
４

支
部
に
対
し
て
、
園
芸
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。（
５
回
開
催
：
計
１
３
０

名
参
加
）

②
新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
整
備
と

就
農
支
援

・
新
規
就
農
予
定
者
10
名
（
岡
山
市

８
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
）
に
対
し
て
農

業
実
務
研
修
を
行
い
、
研
修
終
了
後

の
就
農
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
と
連
携
し
た
各
種
事
業
に
取
り

組
み
、
新
規
就
農
者
数
40
名
（
岡
山

市
31
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
、
玉
野
市

２
名
、
吉
備
中
央
町
５
名
）
を
確
保
し

ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
６
名
）、
ぶ
ど
う
農

業
塾
（
16
名
）
を
実
施
し
、
受
講
終
了

後
、
生
産
部
会
、
直
売
所
会
員
へ
の

加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

３
．販
売
戦
略
の
強
化
と

販
売
体
制
づ
く
り

③
集
落
営
農
組
織
の
育
成
と
活
性
化
支
援

・
管
内
の
集
落
営
農
組
織
に
対
す
る

高
収
益
作
物
の
品
目
選
定
と
作
付
提

案
を
行
い
、
品
目
の
選
定
・
取
り
組
み

方
法
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
建
部
地
区
、
玉
野
地
区
）

農
畜
産
物
販
売
高
の
向
上
と
確
保

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
と
共

同
で
「
米
の
消
費
拡
大
」「
地
産
地
消
」

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
考
案
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
精
米
「
晴
々
ロ
マ
ン
」

を
商
品
化
し
、
令
和
４
年
３
月
よ
り

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
発
売
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
３
日
間
で
１
６
５
袋
販
売
し

ま
し
た
。

・
営
農
振
興
支
援
事
業
と
飼
料
用
米

の
手
取
り
試
算
表
を
活
用
し
、
飼
料

用
米
の
契
約
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

（
飼
料
用
米
集
荷
数
量
：
３
，３
８
３
㌧

/
前
年
対
比
１
７
６
％
）

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
（
上
期
・
下
期
）
産
地
、
全
農
事
務

所
、
市
場
、
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸
担

当
者
か
ら
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

産
地
情
報
な
ら
び
に
市
場
情
勢
の
共

有
を
図
る
こ
と
で
有
利
販
売
に
つ
な
げ

ま
し
た
。

・
も
も
、
ブ
ド
ウ
の
ギ
フ
ト
需
要
に

合
わ
せ
た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た

め
、
重
点
取
引
市
場
（
関
東
・
関
西

市
場
、地
元
市
場
）と
の
連
携
に
よ
り
、

安
定
取
引
を
行
い
ま
し
た
。（
も
も
：

２
２
７
㌧
/
前
年
対
比
81
％
、ブ
ド
ウ
：

８
６
５
㌧
/
前
年
対
比
１
０
6
％
）

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
い
ち
ご
「
晴

苺
」
の
東
京
青
果
市
場
な
ら
び
に
地

元
市
場
へ
の
計
画
出
荷
を
行
い
、○岡
ブ

ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
げ
ま

し
た
。（
出
荷
量
13
㌧
/
前
年
対
比

１
１
５
％
）

・
全
農
と
連
携
し
、
秋
冬
野
菜
の
業

務
・
加
工
用
出
荷
を
計
画
的
に
行
い
ま

し
た
。（
キ
ャ
ベ
ツ
：
５
６
８
㌧
/
前
年

対
比
71
％
、
白
菜
：
１
，２
９
６
㌧
/

前
年
対
比
１
１
４
％
、
レ
タ
ス
：
14
㌧

/
前
年
対
比
76
％
）

・
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ
ひ
ろ
ば
」
で
、

販
促
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
青
果
物
の

消
費
拡
大
に
よ
り
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
知

名
度
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
県
外
Ｊ
Ａ
産
地
（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中

央
）
と
の
直
売
所
間
交
流
を
図
る
と
と

も
に
、
生
産
部
会
か
ら
の
買
取
販
売

を
強
化
し
ま
し
た
。

【
買
取
販
売
実
績
】

４
５
６
，０
０
４
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

１
０
３
％

【
直
売
所
間
交
流
販
売
実
績
】

７
５
４
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

75
％

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
び
に
カ
タ
ロ

グ
販
売
の
強
化
の
た
め
、
新
た
な
販

売
ア
イ
テ
ム
と
し
て
無
洗
米
「
晴
々
ロ

マ
ン
」
を
加
え
、
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。（
３
月
末
）

【
花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
実
績
】

９
，７
３
０
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

１
４
０
％

【
そ
の
他
・
イ
ベ
ン
ト
販
売
実
績
】

７
，０
９
１
千
円
（
税
抜
）

前
年
対
比 

２
０
８
％

・
業
務
用
一
次
加
工
品
と
し
て
、
外
部

委
託
に
よ
る
「
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ
プ
漬

け
」「
み
か
ん
果
汁
」「
レ
モ
ン
果
汁
」
の

製
造
を
行
い
、
県
内
菓
子
メ
ー
カ
ー
等

へ
の
販
売
を
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
。

４
．農
地
の
流
動
化
と
労
働

支
援
の
推
進
に
よ
る
農

地
の
有
効
活
用

５
．営
農
指
導
体
制
の
充
実

①
農
地
の
流
動
化
に
よ
る
ほ
場
の
集

積
・
整
備
並
び
に
モ
デ
ル
生
産
団
地

の
育
成

・
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会
役
員
、
行

政
等
関
係
機
関
で
富
吉
地
区
（
山
内

支
部
内
）
の
園
地
確
保
と
整
備
に
向
け

て
、
リ
ス
ト
化
し
た
貸
借
売
買
可
能

園
地
に
つ
い
て
の
整
備
計
画
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
宮
地
区
で

人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
新
規
就
農
者
等
を

含
む
面
積
拡
大
希
望
者
）
の
対
象
32
経

営
体
に
対
し
て
円
滑
な
園
地
の
流
動

化
を
図
り
ま
し
た
。

②
農
作
業
受
委
託
組
織
に
よ
る
農
作

業
支
援
体
制
の
確
立

・「
１
日
農
業
バ
イ
ト
d
a
y
w
o
r
k
」

の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
大
型
農
家
等
へ

の
労
働
力
の
確
保
に
よ
る
農
作
業
支

援
を
行
い
ま
し
た
。（
登
録
農
家
者
数

46
名
、
成
立
件
数
４
２
８
件
）

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告

や
要
望
、
担
い
手
情
報
、
各
種
栽
培
・

生
育
試
験
の
取
組
結
果
、
課
題
実
践

な
ど
の
進
捗
報
告
を
行
い
、
情
報
共
有

を
図
り
ま
し
た
。

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
を
延
べ
１
７
１
日

行
い
、
大
型
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
商
品
提
案
な
ど
、
肥
料
、
農
薬
等

の
普
及
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
女
性
部

と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
10
会
場
：

３
２
９
名
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
な
ど
）

組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
各
地
区
に
お
い
て
各
種
健
診
を
実
施

し
、
組
合
員
の
疾
病
の
早
期
発
見
な
ど

健
康
増
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
33
会
場
：
受
診
者
数
１
，０
０
４
名
）

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
、グ
ル
メ
ツ
ア
ー
の
実
施

・「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」
の
一
環
と
し

て
、
支
所
、
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の

発
行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
施
し
た
う
え
で
、
農
協
観
光
主
催

の
募
集
型
商
品
お
よ
び
「
お
か
や
ま
旅

応
援
割
」
を
活
用
し
た
企
画
を
行
い
ま

し
た
。

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹
介

や
加
入
促
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ

ろ
ぐ
O
K
A
Y
A
M
A
」の
発
刊

・
女
性
部
と
協
力
し
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
（
各
家
庭
で
使
い
切
れ
な
い
食
品

を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
福
祉
施
設
な
ど
に

寄
贈
す
る
活
動
）
を
実
施
す
る
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
実
践
を
通
じ
て
地
域
と

女
性
部
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
女
性
部
20
支
部
　
２
，４
８
９
名

（
内
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
６
支
部
　
62
名
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
令
和
３
年
７

月
11
日（
日
）に
、桃
と
ブ
ド
ウ
を
テ
ー

マ
に
「
２
０
２
１
年
夏
号
」（
１６
万
９
千

部
）、
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
に
、

米
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
１
年
冬
号
」

（
１６
万
９
千
部
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

６
．食
農
教
育
活
動
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
活
性
化

７
．総
合
事
業
を
通
じ
た

生
活
イ
ン
フ
ラ（
生
活

基
盤
）機
能
の
発
揮

８
．支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」

の
実
践

９
．正･
准
組
合
員
と
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

ぱれっと　45　ぱれっと　



　5
月
20
日
、
今
地
区
の
阿
部
友
哉
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　私
が
20
歳
の
時
に
祖
父
が
他
界
し
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
勤
め
に
出
て
い
ま

し
た
が
、
祖
父
が
立
ち
上
げ
た
農
業
法

人
を
守
る
た
め
に
退
職
し
、
農
業
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
5
年
前
に

農
業
法
人
の
従
業
員
と
し
て
働
き
始
め

ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　最
初
は
が
む
し
ゃ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
働
い
た
分
が
し
っ
か
り
結

果
に
つ
な
が
っ
た
と
き
は
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。

　現
在
は
、
に
こ
ま
る
、
朝
日
、
ア
ケ

ボ
ノ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
、

み
な
ち
か
ら
、
つ
き
す
ず
か
、
雄
町
、

山
田
錦
の
9
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
品
種
を
1
つ
に
絞
ら
ず
、
農
繁
期

を
ず
ら
し
な
が
ら
作
業
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
、
安
定
し
た
経
営
が
行

え
ま
す
。

　去
年
か
ら
大
豆
の
栽
培
を
始
め
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　田
ん
ぼ
を
き
れ
い
に
管
理
す
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
。
借
り
て
い
る
農
地
も

あ
り
、
荒
ら
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い

が
強
く
、
整
地
作
業
や
ヒ
エ
取
り
作
業

な
ど
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と
は

　農
業
は
や
は
り
肉
体
労
働
が
多
く
、

大
変
で
す
。
現
在
は
、
機
械
化
が
進
ん

で
き
た
た
め
、
だ
い
ぶ
作
業
が
楽
に
な

り
、
効
率
化
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

―
栽
培
上
で
の
こ
だ
わ
り
は

　田
ん
ぼ
が
瀬
戸
内
地
区
や
藤
田
地
区

な
ど
県
南
各
地
に
あ
る
た
め
、
そ
の
土

地
や
環
境
に
合
わ
せ
た
栽
培
方
法
を
模

索
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
祖
父
が
経
営
し
て
い
た
こ
ろ

は
、
乾
田
直
播
栽
培
を
よ
く
し
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
も
今
後
は
作
業

の
効
率
化
を
目
指
し
て
、
乾
田
直
播
栽

培
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　経
営
規
模
を
拡
大
し
な
が

ら
、
品
質
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
食

味
の
向
上
や
有
機
米
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

祖
父
が
築
い
て
く
れ
た
も
の

を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

祖父が築いてくれたものを守り、
さらなる発展を目指す
祖父が築いてくれたものを守り、
さらなる発展を目指す

vol.263

農
を担う

祖
父
が
築
い
た
も
の
を

守
り
た
い

規
模
拡
大
を
目
指
し
な
が
ら

品
質
向
上
へ

阿部 友哉さん
「あべ　ともや」
平成3年生まれ。有限会社大森農産。米、麦、飼料用とうもろこし、大豆を栽培。
趣味は映画観賞。座右の銘は「何事にもチャレンジ」。

今地区：米麦農家

大森農産を立ち上げた祖父の（故）大森恒さん苗箱を運ぶ作業の様子

農業について思いを話す阿部さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料6 下葉かぎと防寒

資料5 12cm株間の水田での畝づくり

資料4 セルトレイ育苗した苗

左：10月中旬 葉かぎ作業　右：12月 防寒用不織布を日中はめくる

左：播種後10日、子葉展開　右：播種後20日、定植期

フラワーネット

100～120cm

小型ポリポット

セルトレイ

7.5～9cm

資料1 種まき

資料2 苗作り

小株採り 大株採り

資料3 収穫イメージ
条間12cm

株間12cm

畝高
15～20cm

畝面80cm

20cm

ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
の
栽
培
管
理

　ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
は
古
く
か
ら
京
都
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
ツ
ケ
ナ
の
一
種
で
、
関
東

で
は
キ
ョ
ウ
ナ
（
京
菜
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
葉
の
形
が
細
く
、
切
れ
込
み
の
多

い
菜
類
で
す
が
、
柳
の
葉
の
よ
う
な
丸
葉

に
分
化
し
た
の
が
壬
生
菜
で
す
。
本
来
は
、

大
株
に
し
て
水
炊
き
、
す
き
焼
き
な
ど
に

利
用
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期

に
は
、
小
株
採
り
し
て
、
サ
ラ
ダ
用
と
し

て
人
気
の
高
い
野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
栽
培
時
期

　小
株
採
り
で
は
、
冬
を
除
き
種
ま
き
が

で
き
、
夏
ま
き
は
30
日
程
度
、
春
秋
ま
き

は
40
〜
60
日
で
収
穫
に
な
り
ま
す
。
大
株

採
り
で
は
8
月
下
旬
〜
9
月
中
旬
に
種
ま

き
し
、
12
月
〜
3
月
に
収
穫
し
ま
す
。

●
花
芽
分
化
と
抽
苔

　種
子
が
吸
水
し
、
発
芽
し
た
こ
ろ
か
ら

低
温
に
あ
る
一
定
期
間
遭
遇
す
る
と
花
芽

分
化
し
ま
す
。
そ
の
後
の
高
温
・
長
日
条

件
で
分
化
し
た
花
芽
が
さ
ら
に
生
育
し
て

抽
苔
し
ま
す
。
花
芽
分
化
は
品
種
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
目
安
と
し
て
早

生
品
種
は
10
℃
以
下
、
積
算
40
日
で
、
晩

生
品
種
は
5
℃
以
下
、
積
算
50
日
で
抽
苔

し
ま
す
。
冬
ま
き
、
早
春
ど
り
の
作
型
で

は
抽
苔
の
危
険
性
が
高
く
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

●
土
づ
く
り
・
施
肥
（
例
）

　幅
1
0
0
〜
1
2
0
㌢
の
ベ
ッ
ド
を
作

り
、
1
平
方
㍍
あ
た
り
「
こ
う
ぼ
堆
肥
」

3
0
0
㌘
、「
苦
土
セ
ル
カ
2
号
」1
0
0
㌘
、

「
野
菜
い
ち
ば
ん
」
1
0
0
㌘
を
全
面
に
施

し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

　大
株
採
り
で
は
、
種
ま
き
の
1
カ
月
後
と

2
カ
月
後
に
「
園
芸
追
肥
い
ち
ば
ん
」
を
1

平
方
㍍
あ
た
り
、
20
㌘
程
度
追
肥
し
ま
す
。

●
種
ま
き

　小
株
採
り
で
は
直
ま
き
と
し
、
ベ
ッ
ド

に
幅
20
㌢
間
隔
の
種
ま
き
溝
を
作
り
、
約

1
㌢
間
隔
に
筋
ま
き
し
ま
す
（
資
料
1
）。

種
ま
き
後
は
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
を

作
る
と
、
害
虫
か
ら
の
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　大
株
採
り
で
は
移
植
栽
培
と
し
、
セ
ル
ト

レ
イ
や
小
型
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
4
〜
5
粒
ま
き

（
資
料
2
）、
間
引
き
し
て
本
葉
5
〜
6
枚
の

苗
を
作
り
、
条
間
30
㌢
、
株
間
30
㌢
に
定
植

し
ま
す
。

●
管
理

　小
株
採
り
で
は
本
葉
が
出
て
込
み
合
っ

て
き
た
ら
、
適
宜
間
引
き
を
行
い
、
最
終

的
に
は
株
間
5
㌢
く
ら
い
に
し
ま
す
。

●
収
穫

　小
株
採
り
で
は
、
葉
の
長
さ
が
25
〜
30
㌢

く
ら
い
が
収
穫
適
期
で
す
。
一
部
を
収
穫

し
、
株
間
15
〜
30
㌢
と
な
る
よ
う
に
株
を

残
し
、
中
〜
大
株
採
り
に
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
大
株
採
り
で
は
、
1
㌔
く
ら
い

に
な
っ
た
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
（
資
料
3
）。

ミ
ズ
ナ
は
小
株

か
ら
大
株
ま
で

楽
し
め
ま
す

切
花
用
ハ
ボ
タ
ン
の
栽
培

　お
正
月
の
玄
関
や
床
の
間
を
飾
る
お
め

で
た
い
生
け
花
、
近
頃
で
は
ハ
ボ
タ
ン
が

欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　花
言
葉
は
「
祝
福
」「
慈
愛
」
な
ど
、
お
祝

い
の
贈
り
物
に
も
好
適
で
す
ね
。

　花
壇
に
植
え
る
品
種
と
は
別
の
、
茎
が

良
く
伸
び
る
品
種
を
使
い
ま
す
。

●
品
種

　よ
く
使
わ
れ
る
の
は
丸
葉
系
で
、「
晴
姿
」

「
初
紅
」「
春
の
紅
」
な
ど
が
12
月
の
花
屋
さ

ん
に
も
並
び
ま
す
。

　こ
の
他
、
葉
に
強
い
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
っ

た
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
な
ど
の
フ
リ
ン
ジ

系
、
大
径
で
、
染
色
に
も
向
い
た
フ
レ
ア

系
な
ど
、
多
様
な
品
種
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
適
期
に
種
ま
き
し
て
育
成
す
れ
ば
茎
が

長
く
伸
び
る
切
り
花
向
き
で
す
。
栽
培
管

理
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
育
苗

　2
0
0
〜
2
8
8
穴
セ
ル
ト
レ
イ
で
育
苗

す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
平
鉢
で
も
育
苗

で
き
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
小
型
の
ポ
リ
ポ
ッ

ト
に
移
植
し
て
か
ら
定
植
す
る
手
間
が
か
か

り
ま
す
。
容
器
に
清
潔
な
播
種
用
土
を
入

れ
、
セ
ル
で
は
1
粒
ま
き
と
し
ま
す
（
資
料

4
）。
長
い
切
り
花
を
育
成
し
よ
う
と
思
う

と
播
種
期
は
7
月
上
旬
で
、
覆
土
を
3
〜
5

㍉
ほ
ど
し
て
直
射
光
の
当
た
ら
な
い
軒
下
な

ど
に
底
を
浮
か
せ
て
置
き
、
充
分
灌
水
し
ま

す
。
発
芽
ま
で
は
乾
か
な
い
よ
う
に
き
れ
い

な
新
聞
紙
を
掛
け
て
お
き
、
時
々
新
聞
紙
に

軽
く
散
水
し
ま
す
。

　4
〜
5
割
発
芽
し
た
ら
残
り
も
ま
も
な

く
で
す
か
ら
、
夕
方
新
聞
紙
を
取
り
除
き

ま
す
。
そ
の
後
は
乾
か
な
い
よ
う
に
、
過

剰
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
水

や
り
し
ま
す
。
夕
方
に
や
る
と
伸
び
や
す

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
我
慢
し
ま
す
。

●
本
ぽ
準
備
〜
定
植

　10
平
方
㍍
に
、
堆
肥
20
㌔
、
基
肥
用
化

成
肥
料
（
サ
ン
コ
ー
シ
リ
カ
1
0
0
で
は

1
㌔
）、
苦
土
セ
ル
カ
0.
5
〜
1
㌔
程
度

施
用
し
て
耕
う
ん
畝
立
て
し
ま
す
。

　緩
傾
斜
の
畑
、
水
田
な
ど
を
利
用
し
ま

す
が
、
畑
で
は
乾
燥
と
高
温
障
害
対
策
に
、

水
田
で
は
排
水
対
策
に
注
意
し
ま
す
。
水

田
で
は
排
水
路
と
し
っ
か
り
し
た
畝
立
て

を
し
ま
す
（
資
料
5
）。

　畝
面
幅
80
㌢
と
し
、
12
㌢
×
6
目
の
フ
ラ

ワ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
張
っ
て
お
き
ま
す

（
フ
レ
ア
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ

等
の
大
型
品
種
は
15
×
15
㌢
以

上
）。
播
種
後
20
日
程
度
、
本
葉

2
〜
3
枚
の
苗
を
浅
植
え
、
深

植
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
1
本

ず
つ
定
植
し
ま
す
。
定
植
時
期

が
高
温
乾
燥
期
に
な
り
ま
す
か

ら
、
定
植
前
日
か
ら
不
織
布
な

ど
で
遮
光
し
て
地
温
を
下
げ
て

お
き
ま
す
。
定
植
後
は
充
分
灌

水
し
、
倒
れ
た
苗
は
起
こ
し
て

お
き
ま
す
。
畝
面
に
薄
く
も
み

殻
を
ま
く
と
地
温
抑
制
や
乾
燥

防
止
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
立

ち
枯
れ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
オ
ー
ソ
サ
イ

ド
水
和
剤
80
の
6
0
0
倍
液
を

散
布
し
て
お
き
ま
す
。

●
そ
の
後
の
管
理

・
灌
水

　活
着
す
る
ま
で
は
乾
燥
に
注

意
し
ま
す
が
、
土
壌
水
分
が
充
分
な
の
に
水

や
り
す
る
と
根
腐
れ
を
起
こ
し
ま
す
。
ご
注

意
を
。

　秋
・
冬
も
、
雨
が
少
な
い
時
期
は
気
を
つ

け
な
い
と
、
乾
燥
で
傷
み
ま
す
か
ら
必
要
に

応
じ
て
水
や
り
し
ま
し
ょ
う
。

・
下
葉
か
ぎ

　葉
が
20
枚
、
長
さ
30
㌢
程
度
に
な
っ
た

こ
ろ
か
ら
、
数
回
に
わ
た
り
、
上
位
半
分
〜

1
／
3
程
度
残
し
て
下
葉
を
か
ぎ
ま
す
（
資

料
6
）。
生
育
が
遅
い
場
合
は
あ
ま
り
か
が

な
い
方
が
よ
く
伸
び
ま
す
（
作
業
は
晴
天
の

日
に
行
い
、
か
い
だ
葉
は
ほ
場
か
ら
持
ち
出

し
処
分
し
ま
す
）。
葉
の
放
置
、
除
草
不
足

で
通
気
が
悪
い
と
菌
核
病
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

・
追
肥

　9
月
下
旬
と
10
月
中
旬
ご
ろ
、
シ
リ
カ

1
0
0
の
場
合
10
平
方
㍍
に
3
0
0
㌘
前
後

追
肥
し
ま
す
。
地
力
が
高
い
と
こ
ろ
は
少
な

め
に
、
特
に
弱
い
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
11
月
に

も
い
く
ら
か
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
遅

く
ま
で
効
き
過
ぎ
る
と
発
色
部
に
緑
が
出
ま

す
し
、
不
足
気
味
だ
と
下
葉
が
振
る
い
、
12

月
末
に
は
株
が
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
防
寒

　厳
し
い
霜
が
降
り
る
と
葉
が
凍
害
を
受

け
ま
す
。
株
に
密
着
し
な
い
よ
う
に
不
織

布
を
掛
け
る
な
ど
の
防
寒
対
策
が
必
要
で

す
（
資
料
6
）。

●
害
虫

　ア
オ
ム
シ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
な
ど
、
チ
ョ
ウ

目
の
害
虫
が
大
敵
で
す
。
ア
デ
ィ
オ
ン
乳

剤
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
、
プ
レ
オ

フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
で
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ダ
イ
コ
ン
シ
ン
ク
イ
に
食
害
さ
れ
る
と

芯
が
無
く
な
り
ま
す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い

い
と
脇
芽
が
た
く
さ
ん
の
か
わ
い
い
ハ
ボ
タ

ン
に
な
り
ま
す
。
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2022.7

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
村中 淳人

ハ
ボ
タ
ン
は

縁
起
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す

ぱれっと　1213　ぱれっと　2022.7 2022.7



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

は摘果

外成りで
果形がよく、
枝はやや
垂れぎみな果実

スソや内成果は
酸味が強く着色不良

果皮が粗い。
腰高な果実は、味が
悪く浮皮になりやすい

果梗が太く天を向いた果実

再伸長した、
副梢を切り返す

新梢の先端は
摘心節から3～5節
程度の硬くなった
節位で切り返す

新梢の先端から1本の副梢を伸ばした場合

資料7 果粒軟化直前の枝葉管理例

資料8 温州ミカンの荒摘果

　今
月
の
主
な
作
業
は
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、

モ
モ
の
収
穫
、
柿
の
最
終
摘
果
、
ミ
カ
ン
の

摘
果
・
追
肥
の
施
用
、
梅
へ
の
礼
肥
施
用
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
と
夏
季
の

高
温
乾
燥
期
に
入
り
ま
す
。
急
激
な
天
候
の

変
化
で
果
実
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
天
気
予
報
な
ど
気
象
状
況
に
気
を
配

り
、
敷
き
わ
ら
・
敷
草
な
ど
マ
ル
チ
ン
グ
の

実
施
、
ま
た
晴
天
日
が
続
く
場
合
は
、
灌
水

を
行
う
な
ど
環
境
の
変
化
を
軽
減
す
る
よ
う

な
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ド
ウ
の
管
理

・
結
果
量
調
節
と
枝
管
理
に
つ
い
て

　簡
易
被
覆
栽
培
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）
の
ピ

オ
ー
ネ
は
今
月
中
旬
か
ら
果
粒
軟
化
期
（
果

粒
を
つ
ま
ん
で
み
る
と
柔
ら
か
く
な
る
時

期
）
を
迎
え
、
着
色
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

時
期
か
ら
果
粒
へ
急
速
に
糖
分
が
蓄
積
さ
れ

ま
す
が
、
枝
の
本
数
や
樹
勢
に
対
し
て
着
果

量
が
多
す
ぎ
る
と
糖
度
が
上
が
ら
な
い
こ
と

や
着
色
が
進
ま
な
い
な
ど
悪
影
響
が
出
て
き

ま
す
。

　果
粒
軟
化
期
ま
で
に
5
本
の
新
梢
に
3
房

程
度
の
着
果
量
と
な
る
よ
う
に
房
形
の
悪
い

も
の
や
新
梢
が
細
い
も
の
を
中
心
に
摘
房
を

行
い
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
枝
が
伸
び
て

い
る
場
合
は
、
副
梢
や
新
梢
の
先
端
を
切
除

し
ま
す
（
資
料
7
）。
袋
掛
け
は
、
直
前
に
病

害
虫
防
除
の
農
薬
を
散
布
し
て
、
乾
き
し
だ

い
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
農
薬
散
布
は

房
に
か
け
過
ぎ
る
と
果
粉
の
溶
脱
や
果
粒
の

汚
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
、
さ
あ
ー
っ
と
掛

け
、枝
葉
を
中
心
に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。

袋
掛
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
は
果
実
の
成
熟

が
進
む
に
つ
れ
て
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
る
鳥
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　実
際
に
被
害
が
出
る
前
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

設
置
や
テ
グ
ス
糸
を
張
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
土
壌
水
分
が
極
端
に
変
化
す
る

と
裂
果
の
原
因
に
な
る
の
で
、
灌
水
は
天

気
を
見
な
が
ら
、
少
量
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　果
粒
軟
化
後
、
枝
の
熟
れ
（
緑
色
か
ら
白

け
だ
っ
て
茶
色
に
変
色
し
て
い
く
が
着
果
過

多
で
枝
の
充
実
が
悪
い
と
緑
色
が
残
る
）
が

悪
い
も
の
は
着
果
過
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
カ
ン
キ
ツ
類
の
摘
果

　昨
年
、
着
果
過
多
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

今
年
の
着
果
は
悪
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
つ
う

は
7
月
上
旬
に
生
理
落
果
が
終
わ
っ
た
後
か

ら
8
月
上
旬
ま
で
に
荒
摘
果
、
8
月
中
旬
か

ら
9
月
上
旬
に
仕
上
げ
摘
果
、
9
月
中
旬
か

ら
10
月
上
旬
に
樹
上
摘
果
の
合
わ
せ
て
3
回

摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

　荒
摘
果
で
は
、
傷
果
や
小
玉
果
、
変
形
果

を
摘
果
し
、
地
際
の
裾
成
り
果
や
樹
の
内
側

の
方
に
着
果
し
て
い
る
内
成
り
果
も
糖
度
が

上
が
り
に
く
く
酸
が
抜
け
に
く
い
の
で
、
摘

果
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
8
）。

　病
害
虫
防
除
で
は
、
ハ
ダ
ニ
類
・
サ
ビ
ダ

ニ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
黒
点
病
を
予
防

し
ま
す
。
果
実
の
着
色
開
始
ご
ろ
に
果
皮
が

黒
く
な
る
の
は
、サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
で
す（
爪

で
擦
っ
て
も
剥
が
れ
な
い
）。
ミ
カ
ン
に
は

ハ
ダ
ニ
類
と
サ
ビ
ダ
ニ
が
両
方
発
生
し
ま
す

の
で
、
両
方
に
効
く
農
薬
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
は
果
実
を
爪
で
擦
る

と
黒
色
の
ス
ス
が
剥
が
れ
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
を
防
除
し
ま
す
。

営農部指導課
武田 祐一

●
モ
モ
の
収
穫

　極
早
生
品
種
の
は
な
よ
め
は
6
月
中
旬
ご

ろ
、
早
生
品
種
は
7
月
初
旬
か
ら
順
次
収
穫

が
始
ま
り
ま
す
。
モ
モ
の
成
熟
は
、
日
当
た

り
の
良
好
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
、
上

の
方
か
ら
樹
冠
内
部
に
か
け
て
順
次
収
穫
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
個
々
の
果
実
の
収
穫
適

期
幅
は
1
〜
2
日
程
度
し
か
な
い
の
で
、
毎

日
若
し
く
は
1
日
お
き
に
収
穫
す
る
の
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。
収
穫
は
果
実
温
度
の
低

い
早
朝
（
9
時
ご
ろ
ま
で
を
目
標
）
に
収
穫

を
行
い
ま
す
。
収
穫
は
果
皮
色
の
緑
色
が
ほ

と
ん
ど
抜
け
て
淡
黄
色
、
淡
緑
色
と
な
っ
た

こ
ろ
で
過
熟
軟
化
し
て
い
な
い
時
期
を
狙
っ

て
収
穫
し
ま
す
。
市
場
や
贈
答
用
で
収
穫
す

る
場
合
は
熟
れ
ご
ろ
よ
り
2
〜
3
日
程
度
早

め
に
収
穫
し
ま
す
（
ア
タ
リ
果
な
ど
の
ロ
ス

果
を
減
ら
す
た
め
）。
収
穫
後
は
、持
ち
帰
っ

た
果
実
を
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い
日
陰
で
速

や
か
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
の
変
化
を

軽
減
す
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う

※写真はイメージです

お知らせ

2022年7月号チラシ掲載商品
・秋植えばれいしょ
・飲料水4種
・モヒカンネット
・暑さに強い種子3種
・今月のおすすめ商品
・温水器無料点検のお知らせ

購買品注文の取りまとめについてのチラシを広報誌
「ぱれっと」の中に折り込んでおりますのでご利用くだ
さい。

農業用シートによる電気事故防止のお願い

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の
　　　　　　会員の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで

■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し
　　　　　　込みください
■問い合わせ…各支所まで
■開催日程…7月21日（木）牧石支所
　　　　　　 22日（金）加茂川支所

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らしの中のさまざまな税金について、
専門の税理士が相談におこたえします。

強風でシートが舞い上がり
電線に付着！

農業用シート等を屋外
に置いておく場合は、
重石を載せて、強風で
飛ばないようにお願いし
ます。

農業用シート等を使用
する場合は、シートの端
を確実に留めて、強風
で飛ばないようにお願
いします。

シートが電線にかかった場合は下記へご連絡ください。

中国電力ネットワーク（株）　岡山ネットワークセンター 送電課（福成事務所）
電話（086）265-6854

果
樹

ぱれっと　142022.715　ぱれっと　
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特集ＪＡ岡山中期計画の取り組み
【令和３年度 実践概況報告】

地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

　今回のあぐろグラムでは岡山市中区原尾島にある点字ブロック発祥の地について紹介いたします。
　世界で初めて敷設された場所であることを記念し、平成２２年に記念碑が建てられました。点字ブ
ロックが発明されたのは昭和４２年。碑文には
盲学校の生徒が登下校の際に利用していた交
差点を安全に渡れるよう、横断歩道に２３０枚
の点字ブロックが敷設され、生徒たちが渡り初
めを行ったことが刻まれています。
　今では世界１５０カ国以上で点字ブロックが
採用されているとのことです。

編集担当　久山　隆一

点字ブロック発祥の地あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51.6g
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55.2g
鶏もも肉（皮なし）・・・・・・・30g
連島ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・5g
蒜山大根・・・・・・・・・・・・・・・・・5.5g
にんじん・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.4g
こんにゃく・・・・・・・・・・・・・・・・3.3g
いんげんまめ・・・・・・・・・・・・1.3g

【調味料】
濃口醤油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6g
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3g
みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3g
顆粒和風だし・・・・・・・・・・・・・0.5g

❶ごぼうをささがきにする。大根とにんじんは皮をむき、長さ3cmの千
切りにする。こんにゃくといんげんまめは長さ3cmの細切りにする。

❷鶏もも肉は一口大に切る。
❸炊飯器に米、水、調味料を入れて混ぜ合わせる。①②を入れて炊飯する。
❹炊飯が終わったら全体を混ぜ合わせて三角型に握る。

岡山県産の食材が盛りだくさん。1つで4種類もの野
菜が摂れ、醤油の香ばしさが食欲をそそります。お
弁当に入れても華やかになる一品です。

Point!

材料と分量（1個分）

岡山がぎゅっと凝縮！
香ばし醤油の炊き込みにぎり

ノートルダム清心女子大学  栄養学生考案レシピ
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